
村上一真（2015）ベトナムでの企業等へのヒアリン
グ調査 . 2015 年 3 月 23 日～ 3 月 27 日

4） その他
倉茂好匡，松本健一，山田歩，柳沼勇多，普通救命

講習Ⅰ講師，滋賀県立大学，彦根市，2015 年 2
月 5 日．

13．マスメディアとの対応

なし

環境建築デザイン学科

１．受賞
芦澤竜一（2014）第 5 回木質建築空間デザインコンテ

スト最優秀賞受賞 , 日本エンバイロケミカルズ株
式会社、風の音

芦澤竜一（2014）第 17 回 木材活用コンクール日本木
材青壮年団体連合会会員特別賞 , 日本木材青壮年
団体連合会 , 風の音

芦澤竜一（2014）第 46 回中部建築賞入賞 , 一般財団
法人東海建築文化センター , セトレマリーナびわ
湖

芦澤竜一（2014）第 13 回芦原義信賞 , 一般社団法人
社日本建築美術工芸協会 , セトレマリーナびわ湖

芦澤竜一（2014）JCD デザインアワード銀賞 , 一般社
団法人日本商環境デザイン協会 , セトレマリーナ
びわ湖

芦澤竜一（2014）JCD デザインアワード 100 選 , 一
般社団法人日本商環境デザイン協会 ,FACTORY 
ON THE EARTH

芦 澤 竜 一（2014）Re-thinking The Future Award 
Second Award（インド）, Rethinking The future,
セトレマリーナびわ湖

芦 澤 竜 一（2014）Re-thinking The Future 
Sustainability Award 2014  Third Award（イン
ド）,Rethinking The future, セトレマリーナびわ
湖

芦澤竜一（2014）パッシブ デザインコンペ 2014 住宅
部門大賞 , 一般社団法人パッシブデザイン協議会 ,
風の間

芦澤竜一（2014）第 13 回屋上・壁 面・特殊緑化技術
コンクール審査員特別賞・屋上緑化部門 , 公益財
団法人都市緑化機構 ,Secret Garden

芦 澤 竜 一、 稲 田 純 一（2014）,World Architecture 
Festival 2014 ノミネート ,WAF, FACTORY ON 
THE EARTH

LEAF AWARD 2014 ノミネート , セトレマリーナ
びわ湖／風の音

陶器浩一，髙橋和志，永井拓生（2014）日本建築学会
作品選奨，日本建築学会，竹の会所

永井拓生，他（2014）第 17 回木材活用コンクール・
部門賞，日本木材青壮年団体連合会，Dragon 
Court Village

永 井 拓 生， 他（2014）AR House Awards 2014 
Highly Commended，The Architectural Review, 
Dragon Court Village

永井拓生，他（2014）JCD インターナショナルデザ
インアワード 2014・BSET100，一般社団法人日
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本商環境デザイン協会，Dragon Court Village
永井拓生，他（2014）第 26 回すまいる愛知住宅賞・

都市再生機構中部支社長賞，愛知県ゆとりある住
まい推進協議会，Dragon Court Village

永井拓生，他（2014）中部建築賞・入選，一般財団法
人東海建築文化センター，Dragon Court Village

永井拓生，他（2014） 第２回埼玉建築文化賞・最優
秀賞，埼玉建築士会，Dragon Court Village

陶器浩一，永井拓生（2014）SD レビュー 2014・SD 賞，
鹿島出版会，「生きる自然は地域を育む」

山田貴大，後藤優治，髙橋和也（2014）第 1 回学生・
若手実務者のための構造デザインコンペティシ
ョン・入選，総合資格学院，湖橋立 WATER 
DAMPING EFFECT BRIDGE

滋賀県知事賞、松岡拓公雄「西の湖ヨシ灯り展」出
展「ほたるかご」

日本建築学会著作賞、ヒメネス ベルデホ ホアン ラ
モン、布野修司 , 『グリッド都市－スペイン植民
都市の起源 , 形成，変容，転生』The grid City: 
The Origin, Formation and Transformation of 
Spanish Colonial Cities, Published by Kyoto 
University Press, February 2013.

川勝知英子・高柳英明・中村良三・渡辺仁史、家族
による遠隔地介護を目指したテレ・ナーシング
モデルに関する研究、日本建築学会 2014 年度（第
85 回）関東支部若手優秀研究報告賞受賞、於日本
大学（東京）、2015.2

２．著書

陶器浩一，共著、建築形態と力学的感性 ,（社）日本
建築学会　2014.3 発行

陶器浩一 , 共著 , 建築新人戦 005　総合資格学院
2014.4 発行

倉山千春 , 澤地孝男 , 赤嶺嘉彦 , 二宮秀與 , 伊丹清 ,
他共著，開口部の日射熱取得性能および断熱性能
の評価方法，第 3 章「日射熱取得率計算方法の
調査」，独立行政法人建築研究所 , 建築研究資料
No.161, 2014 年 7 月

高柳英明、共著、事例で読む建築計画、彰国社、
2015.2

高柳英明、共著、共著、建築のサプリメント「とら
える・かんがえる・つくるためのツール」、彰国社、
2014.4

高柳英明、分担執筆、滋賀県立大学環境フィールド
ワーク研究会編、環境フィールドワーク心得帖 [
新版 ]、2014.3

布野修司、景観の作法－殺風景の日本－，京都大学

学術出版会，2015 年 1 月
布野修司、大元都市－中国都城の理念と空間構造－，

京都大学学術出版会，2015 年 2 月
布野修司、traverse 編：建築学のすすめ，昭和堂，

2015 年 5 月
布野修司、君島東彦・名和又介・横山治生編：戦争

と平和を問いなおす 平和学のフロンティア，布
野修司：6 建築からみた戦争と平和，法律文化社，
2014 年 4 月

３．論文

Takada, T （2014） An Enumeration Method 
of Various Optimal Truss Topologies using 
Optimal Solution by the Interior Point Method, 
Proceedings of the 12th International Conference 
on Computational Structures Technology, Paper 
216, 2014

高柳英明・栗田陽介・山田昇吾・木村 謙、自律群
衆モデルに基づく広域避難シミュレーションか
らアプローチした滋賀県大津市における地域防
災計画の検討、日本建築学会技術報告集、第 46 号、
pp.1091-1096、2014.10

川勝知英子・高柳英明・中村良三・渡辺仁史、スマ
ートデバイス等による遠隔地介護を目指した高
齢者テレ・ナーシングモデルに関する研究、日本
建築学会第 37 回情報・システム・利用・技術シ
ンポジウム論文集、pp.223-226、2014.12

柴原寛子・高柳英明・山田昇吾・栗田陽介、災害時
避難支援のためのコミュニティ・オリエンテッド
な情報拠点の配置検討に関する研究、日本建築学
会第 37 回情報・システム・利用・技術シンポジ
ウム論文集、pp.167-170、2014.12

山田昇吾・高柳英明、歩行干渉の時系列分析に基づ
く群衆流動の交差フリクションに関する研究、日
本建築学会第 37 回情報・システム・利用・技術
シンポジウム論文集、pp.159-162、2014.12

栗田陽介・高柳英明・柴原寛子・山田昇吾・木村 謙、
倒壊建物による道路閉塞と危険回避行動を考慮
した広域避難行動モデルに関する研究、日本建築
学会第 37 回情報・システム・利用・技術シンポ
ジウム論文集、pp.43-48、2014.12

川勝知英子・高柳英明・中村良三・渡辺仁史、家族
による遠隔地介護を目指したテレ・ナーシング
モデルに関する研究、日本建築学会 2014 年度（第
85 回）関東支部研究報告集 2、pp.261-264、2015.2

ヒメネス ベルデホ ホアン ラモン , 布野修司，梅谷
敬三、ビノンド（マニラ）の街路体系と街区構成
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に関する考察 CONSIDERATIONS ON STREET 
SYSTEM AND BLOCK FORMATION OF 
BINONDO （MANILA）, 日本建築学会計画系論文
集 第 80 巻 第 709 号，611-619，2015 年 3 月

ヒメネス ベルデホ ホアン ラモン , J. M. Cabeza-
Lainez, J. A. Pulido-Arcas, & C. Rubio, SPANISH 
FORTIFICATIONS IN ASIA: A CASE STUDY 
OF INTRAMUROS DISTRICT IN MANILA 
–CURRENT SITUATION AND FUTURE 
PROSPECTS, Defence Sites II, Heritage and 
Future, Wessex Institute of Technology, UK, 
Ashurst Lodge, UK, ISBN: 978-1-84564-833-6, 
pp.387-398, 2014 年 9 月

Masashi Suwa, Shuji Funo, Ching Zhao, ヒメネス 
ベルデホ ホアン ラモン、CONSIDERATION 
ON SPATIAL FORMATION OF XIGUAN 
DAWU （ 西 关 大 屋）  HISTORICAL AREA IN 
GUANZOU. 10th International Symposium 
on Architecture Interchanges in Asia ISAIA 
2014, Cultural Elements in Architectural 
Advancement. Edited by the Architectural 
Society of China, China City Press, Hangzhou 
city, pag. 912-916, 2014 年 10 月

Masashi Suwa, Shuji Funo, Ching Zhao, ヒメネス 
ベルデホ ホアン ラモン、CONSIDERATION 
ON SPATIAL FORMATION OF XIGUAN 
DAWU （ 西 关 大 屋） HISTORICAL AREA IN 
GUANZOU. The 20th　Chinese Academic on 
Vernavula Architecture, Advancement. Edited 
by China National Building Research Council 

Committee on Vernacular Architecture, Huhehaote 
city, pag. 334-338, 2014.7

趙冲，布野修司，張鷹，山田香波：三坊七巷・朱紫
坊（福州，福建省）の住居類型とその集合形式に
関する考察 Considerations on House Types and 
Their Collective Forms of SANFANGQIXIANG, 
ZHUZIFANG（Fuzhou ,Fujian），日本建築学会
計画系論文集，第 79 巻，No.697，pp589 － 596，
2014 年 3 月

趙冲，河野菜津美，布野修司：漳州旧城・薌城区
（福建省）の住居類型とその分布に関する考察
Considerations on Distribution of House Types 
of Old Casle Area XIANGCHENG（Zhangzhou， 
Fujian，日本建築学会計画系論文集，第 79 巻，
No.703，pp1863 － 1869，2014 年 9 月

J.R. ヒメネス・べルデホ，布野修司，梅谷敬三：ビ
ノンド（マニラ）の街路体系と街区構成に関する
考察 Considerations on Street System and Block 

Formation of Binondo （Manila），日本建築学会
計 画 系 論 文 集， 第 80 巻，No.709，pp.611-619，
2015 年 3 月

趙冲，于航，布野 修司，川井操：学院門社区（開
封旧内城）の住居類型とその変容に関する考察
Considerations on House Types of Xue yuan 
men she qu （Kaifeng Old Castle Area） and 
their transformation，日本建築学会計画系論文
集，第 80 巻，No.710，2015 年 4 月

Masashi Suwa， Shuji Funo， Chong Zhao， Juan 
Ramon Jimenez Verdejo：Consideration On 
Spatial Fomation Of Xiguan Dawu （ 西 关 大
屋） Historical Area In Guanzhou， The 10th 
International Symposium on Architectural 
Interchanges in Asia， Hangzhou， China， 
2014.10.14 － 17

Qingyuan Zhang, Yu Liu（2014）, COOLING 
POTENTIAL AND COOLING ENERGY OF 
EARTH TUBES IN CHINA, Proceedings of the 
ICEERB2014, DVD

Q. Zhang, T.Miura （2014）, POTENTIAL OF 
RENEWABLE ENERGY FOR THE PASSIVE 
COOLING DESIGN OF RESIDENTIAL 
HOUSES AROUND LAKE BIWA, Grand 
Renewable Energy 2014, DVD

Q.Zhang, J.Li, Y. Liu （2014）, COOLING EFFECTS 
OF EARTH TUBES IN CHINA,  Grand 
Renewable Energy 2014, DVD  

村上修一（2014）河道および隣接地形との関係にもと
づく斜め堰の取水点における景観の可能性，ラン
ドスケープ研究 77（5）：461-466．

４．作品

陶器浩一（2014）長谷川逸子 , 陶器浩一 , 乙井邸 , 兵
庫県芦屋市

芦澤竜一（2014）京都七条倶楽部迎賓館 , 京都市下京
区 , 改修設計監理 ,2013 ～ 2014

芦澤竜一（2014）新潟ぽんしゅバル お越しや , 改修設
計、大阪市 ,2014

芦澤竜一（2015）CHAKANA, 改修設計 , 群馬県伊勢
崎市 ,2014 ～ 2015 

芦澤竜一（2014）宇都宮の家 , 設計監理 , 栃木県宇都
宮市 ,2011 ～

芦澤竜一 , 陶器浩一 , 永井拓生（2014）田園調布の家 ,
基本設計 , 東京都大田区 ,2010 ～

芦澤竜一（2014）JST デトロイト営業・技術センター ,
基本設計 , アメリカ ミシガン州 2012 ～
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芦澤竜一 , 陶器浩一 , 永井拓生（2014）,JST ハリスバ
ーグ生産技術センター , 基本設計 , アメリカ ペン
シルバニア州 ,2011 ～

芦澤竜一 , 陶器浩一（2014）天神橋テナントビル , 基
本設計・実施設計 , 大阪市北区 ,2013 ～

芦澤竜一 , 陶器浩一 , 永井拓生（2014）, 淡路島の家 ,
基本設計 , 兵庫県岩屋市、2013 ～　　　　

陶器浩一，永井拓生（2014）「生きる自然は地域を育
む」，滋賀県湖南市，2013 ～

陶器浩一，永井拓生（2014）バンブーハウス No.2「竹
線景」，滋賀県湖南市，2014 ～ 2015.3

池村潤，永井拓生，陶器浩一（2014）東上野塔状住居・
SOHO，東京都台東区，2012 ～ 2015.3

栗原雄次郎，永井拓生，他（2014）（仮称）武蔵境プロ
ジェクト，東京都武蔵野市，2013 ～

早野洋介，永井拓生，他（2014）（仮称）クローバーハ
　ウス，愛知県岡崎市，2014 ～

永井拓生，川井操，上田洋平 （2014）八坂町プロジ
ェクト，空き家の学生シェアハウスへのリノベー
ション設計，滋賀県彦根市，2014.8 ～

渡邊浩昭，永井拓生（2014）（仮称）秋田リハビリテー
ション学院改修工事，増築改修設計監修，秋田県
秋田市，2014

中川純，永井拓生（2014）15A の家，住宅リノベー
ション・耐震改修設計，東京都大田区，2011 ～

博多努，永井拓生，他（2014）Ｙ邸，東京都豊島区，
2014 ～

吉村昭範，永井拓生，他（2014）Ｔ邸，愛知県名古屋
市，2014 ～

吉村昭範，永井拓生，他（2014）Ｓ邸，愛知県名古屋
市，2014 ～

森田一弥，陶器浩一，永井拓生（2014）（仮称）カトマ
ンズ診療所計画，ネパール，2014 ～

芦澤竜一，ヒメネス ベルデホ ホアン ラモン，永井
拓生，森田一弥（2014）（仮称）コルテス小学校再建
計画，フィリピン，2014 ～

松岡拓公雄，永井拓生，田口真太郎（2014）近江八幡
松明祭りにおける巨大松明，滋賀県近江八幡市，
2014.8 ～ 10

稲垣淳哉，佐野哲史，永井拓生，堀英祐（2014）（仮称）
小野商店，茨城県つくば市，2014 ～

稲垣淳哉，佐野哲史，永井拓生，堀英祐（2015）（仮
称）高森の郷プロポーザル計画案，奈良県吉野郡，
2015.2

伊原慶，永井拓生（2015）（仮称）東東京シェアハウス
計画，東京都江戸川区，2015 ～

高柳英明（2014 －）UENO B（賃貸型集合住宅）, 企
画・基本設計 , 実施設計 , 名古屋市瑞穂区

高柳英明（2014 －）EL FLAT 藤森（複合住宅・テナ
ントビル） , 事業プロデュース・意匠設計 , 名古
屋市名東区

高柳英明（2014 －）KUROKAWA SKIP（店舗複合型
集合住宅） , 事業プロデュース・意匠設計 , 名古
屋市中区

高柳英明（2014 －）洲雲町ビル（仮称）（賃貸型集合住
宅） , 建築企画・意匠設計 , 名古屋市瑞穂区

高柳英明（2014 －）ALTK（寄宿舎型住宅） , 建築企
画・意匠設計 , 名古屋市中区

高柳英明（2014 －）SHOP HOUSE F（複合テナント
ビル） , 事業プロデュース・意匠設計 , 名古屋市
名東区

高柳英明（2014 －）ENa HOUSE（住宅リノベーショ
ン） , 建築企画・基本設計 , 中国、上海

高柳英明・小島一弥（2014）ウエルカム ･ マイプレイ
ス（常設展示インスタレーション） , 基本設計・実
施設計 , 名古屋市、千種区

松岡拓公雄、西川聡 , 古賀勝（2006 － 2014）、三井
日本郵政ビル「札幌赤れんがテラス」設計監理、
完了、札幌市　

松岡拓公雄、古賀勝、（2014 － 2015）、三田邸／温
熱環境実験住宅、実施設計、岡山県

松岡拓公雄、古賀勝（2014 － 2015）、高台病院計画
基本構想、札幌市、　　

松岡拓公雄、古賀勝（2014）、近江八幡新庁舎基本構
想提案、滋賀県

松岡拓公雄、西川聡（2014）、内幸町 T ビルランド
スケープ監理、東京都

松岡拓公雄、古賀勝（2014）、小宮山印刷工場基本構
想、所沢市

松岡拓公雄、古賀勝、松本正（2015）、M ビルファ
サード設計監理竣工、川崎市

松岡拓公雄、古賀勝、（2015）、MTree 保育園基本
設計、横浜市

芦澤竜一，ヒメネス ベルデホ ホアン ラモン，永井
拓生，森田一弥（2014）（仮称）コルテス小学校再建
計画，フィリピン，2014 ～（森田は学外の共同担
当者）

ヒ メ ネ ス ベ ル デ ホ ホ ア ン ラ モ ン、
D o n a l 　 L a r a , 　 M e l v a  J a v a  （2 0 1 4 ） 
RESTAURATION PROJECT OF  SAN 
GUILLERMO DE AQUITAÑA PARISH 
CHURCH, Dalaguete, Cebu, Philippines, Cultural 
Emergency Response （CER）. Claus Foundation.

（FY2014, Cost 4millions Philippines pesos）. 
荒木拓理，柏木駿之介，橋爪大貴，安井和代，米田

紗弥加（2014）コトナリエサマーフェスタ会場イ
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ルミネーション計画，滋賀県東近江市，2014 年 4
～ 8 月．

５．報告書、その他著作、一般向け記事

陶器浩一（2014）築くということ　日本構造家倶楽部
リレー連載第 23 回 ,LIVE　ENERGY　vol105, 東
京ガス

陶器浩一（2014）滋賀県立大学陶器浩一研究室 , ケン
チク学ビバ , コンフォルト 2014.4

陶 器 浩 一（2014）竹 の 会 所 と 気 仙 沼 の 今 , 季 刊
SORA,2014 梅雨号

陶器浩一（2014）人と人とをつなぐもの , 特集：建築
と時間 , 建築と社会 2014.8（社）日本建築協会

陶器浩一（2014）構造家アラカルト, Structure2014.7
　（社）日本建築構造技術者協会

陶器浩一（2014）滋賀県立大学陶器浩一研究室 , 特集
「構造・デザイン・教育」Architecton KANSAI、
2014.11  総合資格学院

陶器浩一（2014）インタビューに寄せて ,traverse15 , 
traverse 編集委員会、京都大学建築系教室

陶器浩一 , 永井拓生（2014）材料 ｢竹｣ , 特集：機能
とかたち , 建築技術 2014.9　建築技術

芦澤竜一（2014）「風の間」, 日経アーキテクチャ :20-
21 2014 年 5 月

芦澤竜一（2014）「琵琶湖のエコトーンホテル セト
レマリーナびわ湖」, 日本の原点シリーズ 7  土
.2014 年 5 月

芦澤竜一 , 陶器浩一 , 永井拓生（2014）「セトレマリー
ナびわ湖 , 風の音」建築技術 :12-43 , 2014 年 6 月

芦 澤 竜 一（2014）「ECOTONE HOTEL IN BIWA 
LAKE/SOUND OF WIND」,ARCHITECTURE 
CULTURE No.398 :76-89 ,2014 年 7 月

芦澤竜一（2014）「セトレマリーナびわ湖」, 商店建築
:14-15,2014 年 7 月

芦澤竜一（2014）「風の間」,at home TIME No392:16, 
2014 年 8 月

芦 澤 竜 一（2014）「FACTORY ON THE EARTH/
J S T  M A L A Y S I A 」 , A R C H I T E C T U R E 
CULTURE No.399 :20-31 ,2014 年 9 月

芦澤竜一（2014）「FACTORY ON THE EARTH」,a 
as architecture,2014 年 9 月

芦澤竜一（2014）, 稲田純一（2014）「琵琶湖のエコト
ーンホテル」, ランドスケープデザイン 98 :65-
73,2014 年 10 月

芦 澤 竜 一（2014）「FACTORY ON THE EARTH/
JST MALAYSIA」,  美しい屋根 2014 日経アー
キテクチャ :50-53, 2014 年 10 月 

芦 澤 竜 一（2014）「ECOTONE HOTEL IN BIWA 
LAKE/SOUND OF WIND」,Design Boom2014
年 11 月

芦 澤 竜 一（2014）「ECOTONE HOTEL IN BIWA 
LAKE/SOUND OF WIND」,Design Boom2014
年 11 月

芦 澤 竜 一（2014）「SETRE  MARINA HOTEL-
ECOTONE HOTEL IN BIWAKO / SOUND OF 
WIND」Competitiononline,2014 年 11 月

芦 澤 竜 一（2014）「ECOTONE HOTEL IN BIWA 
LAKE/SOUND OF WIND」,Arch daily.2014 年
12 月

芦澤竜一（2014）「ECOTONE HOTEL IN BIWAKO」
,ARQUA,2014 年 12 月

芦 澤 竜 一（2014）「ECOTONE HOTEL － SOUND 
OF WIND」,a as architecture,2014 年 12 月

芦 澤 竜 一（2014）「FACTORY ON THE EARTH」, 
AACCAFE,2015 年 1 月

芦 澤 竜 一（2014）「ECOTONE HOTEL IN BIWA 
LAKE/SOUND OF WIND」,dezeen,2015 年 1 月

芦澤竜一（2014）「ECOTONE HOTEL/SOUND OF 
WIND」,Archhello,2015 年 1 月

芦 澤 竜 一（2014）「FACTORY ON THE EARTH」, 
Archidaily,2015 年 1 月

芦 澤 竜 一（2014）「ECOTONE HOTEL IN BIWA 
LAKE/SOUND OF WIND」,CAAOH :60,2015 年
2 月

芦澤竜一（2014）「セトレマリーナびわ湖」,THE BIG 
ISSUE /THE RIVER :58-59,2015 年 3 月

芦 澤 竜 一（2014）「ECOTONE HOTEL IN BIWA 
LAKE」,INTERIORS 342 号 :234-247,2015 年 3 月

稲垣淳哉，佐野哲史，永井拓生，堀英祐（2014）
Dragon Court Village，「LiVES」，VOL.75，2014
年 6-7 月号，第一プログレス

稲垣淳哉，佐野哲史，永井拓生，堀英祐（2014）
Dragon Court Village，「Art4D」，2014 年 9 月号，
pp.42 ～ 46，バンコク（タイ）

稲垣淳哉，佐野哲史，永井拓生，堀英祐（2014）
Dragon Court Village，「The Architectural 
Review」，No.1409，pp.62 ～ 65，ロンドン（イギ
リス）

稲垣淳哉，佐野哲史，永井拓生，堀英祐（2014）
Dragon Court Village，「C3」, No.359，pp.152 ～
167，ソウル（韓国）

稲垣淳哉，佐野哲史，永井拓生，堀英祐（2014）
Dragon Court Village，日経アーキテクチュア，
2014 年 10 月 25 日号，pp.82 ～ 87，日経 BP 社

稲垣淳哉，佐野哲史，永井拓生，堀英祐（2014）
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Dragon Court Village，建築ジャーナル，2014 年
11 月号，pp.32，建築ジャーナル

稲垣淳哉，佐野哲史，永井拓生，堀英祐（2014）
Dragon Court Village，JA 96 YEAR BOOK 
2014，pp.80，新建築社

稲垣淳哉，佐野哲史，永井拓生，堀英祐（2014）
Dragon Court Village，「Pen」，No.379，2015 年
4/1 号，p.164，CCC メディアハウス

陶器浩一，永井拓生（2014）生きる自然は地域を育む，
SD2014，鹿島出版会，2014.12

高田豊文（2014）受託研究報告書，多賀町産木材の力
学性能の検証試験結果報告書

高 柳 英 明（2014）, New types of Japanese Housing 
Complex,Tashiro71 , A&C ARCHITECTURE 
AND CULTURE, issue#398, 韓国・ソウル 2014.7

高 柳 英 明（2 0 1 4 ）,  H o u s i n g  C o m p l e x 
T a s h i r o 7 1 ,  K A O K U  M a g a z i n e 
–JustMadeInJapanArchitecture- Winter and 
Spring of 2014, スペイン 2014.9

高 柳 英 明（2014）, “hideaki takayanagi builds 
tashiro71 housing complex in nagoya”, Design 
Boom®,Apl.5-2014

高柳英明（2014）「新築集合住宅ルポ－引渡後の建物
マネジメント－」、地主と家主、2014 年 7 月号、
全国賃貸住宅新聞社編、2014.6

高柳英明（2014）, “Tashiro71/Hideaki Takayanagi”, 
ARCHADDICT ,Issue at Apl.3rd of 2014

高 柳 英 明（2014）, “Virtical Image of Cityscape in 
Japan/Tashiro 71”, ArchiDaily ,Issue at Apl.2nd 
of 2014

高 柳 英 明（2014）, “Tashiro 71 建 筑 塔 楼 高 公 寓 
集 合 住 宅 ”, Gooood China online architecture, 
landscape,design & art magazine, Issue at 
Mar.27th of 2014

高 柳 英 明（2014）, “Life in Spiral”, Hightone 
Architecture, Hightonebook, 中国 , 2014.9

高 柳 英 明（2014）, “Tashiro 71 by Hideaki 
Takayanagi”, ILIKEARCHITECTURE , Article 
by Miguel Rus, Issue at May.15nd of 2014

岩崎恭典・高柳英明他、米原市庁舎等整備基本構想
の策定にかかる答申書、米原市庁舎等整備検討委
員会、2014.12

松岡拓公雄（2014）、近代建築１月号「北三条再開
発プロジェクト」

上野邦一氏、田中和彦、ヒメネス ベルデホ ホア
ン ラ モ ン、2014 SURVEY REPORT ON THE 
PROTECTION OF CULTURAL HERITAGE 
IN REPUBLIC OF THE PHILIPPINES . 

P u b l i s h e d  b y  J a p a n  C o n s o r t i u m  f o r 
International Cooperation in Cultural Heritage. 
July 2014.

布野修司（2014）建築が建ち上がる根源についての問
いがそこにあり続ける，書評：『白井晟一の建築
1　懐霄館』『白井晟一の建築Ⅱ　水の美術館』，
図書新聞 3140 号

布野修司（2014）何処へ行く東京！－新国立競技場コ
ンペ問題に思うこと コンペの精神，その前提と
してのプログラム，建築技術

布野修司（2014）2013 年を振り返って，座談：布野
修司・宇野 求・伊藤 香織・木下 庸子・平塚 桂・
藤村 龍至・山梨 知彦，建築討論 001，日本建築
学会

布野修司（2014）布野修司戦後建築小運動体出版コレ
クション，第 14 回ヴェネチア・ビエンナ－レ国
際建築展

布野修司（2014）今日の世界を支配する建築のあり方
を否応無く考えさせる その作品がほとんど実現
することはなかったイワン・レオニドフ，書評：
本田晃子『天体建築論 レオニドフとソ連邦の紙
上建築時代』，図書新聞 3163 号

布野修司（2014）建築時評：建築家の拠って立つ場所
－多様なアプロ－チとその根拠，布野修司・宇野 
求・木下 庸子・山梨 知彦・和田 章，建築討論
001，日本建築学会

布野修司（2014）公共建築は誰のものか？－建築設計
競技をめぐって，第 1 回けんちくと－ろん、建築
討論 001，日本建築学会

布野修司（2014）日本建築の亡びるとき，対談：布野
修司・宇野 求，建築討論 002，日本建築学会

布野修司（2014）日本近代建築の百年 1914 ～ 2014，
第 2 回けんちくと－ろん、建築討論 002，日本建
築学会

布野修司（2014）建築時評，建築討論 002，日本建築
学会

布野修司（2014）都市と建築からみるアジア —グロ
－バル化と現代，第 3 回けんちくと－ろん、建築
討論 002，日本建築学会

布野修司（2014）殺風景の日本－東京風景戦争－ A 
Bleak Japan： The Tokyo Wars on Landscape，
traverse15， 新 建 築 学 研 究，Kyoto University 
Architectural Journal

布野修司（2015）AIJ アジア国際建築交流 2014 第 10
回 ISAIA「文化促進建築進歩 Cultural Elements 
in Architectural Advancement」報告，建築討論
003，日本建築学会

布野修司（2015）被災地の今－復興まちづくりの課
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題と展望，第 4 回けんちくと－ろん、建築討論
003，日本建築学会

張晴原（2014）LIXIL 助成財団研究報告書　琵琶湖周
辺住宅における自然エネルギー利用に関する研
究

村上修一（2014）近江八幡市官庁街ランドスケープデ
ザイン，平成 26 年度近江八幡市委託業務

６．学会等への発表

折原矩道，石積広行，川島長人，齊藤孝一郎，二宮
秀與，伊丹清（2014）住宅用窓製品の総合熱性能評
価プログラムの開発　その 12　改修二重窓にお
ける断熱性能の実用的計算法のための代表的な
外窓の検討，日本建築学会大会（近畿）学術講演
会，神戸市（2014 年 9 月 12 日～ 9 月 14 日）

川島長人，石積広行，折原矩道，齊藤孝一郎，二宮
秀與，伊丹清（2014）住宅用窓製品の総合熱性能評
価プログラムの開発　その 13　カバー改修ドア
における断熱性能の実用的計算法，日本建築学会
大会（近畿）学術講演会，神戸市（2014 年 9 月 12
日～ 9 月 14 日）

伊丹清，杉浦公成，木下泰斗，塩崎智子（2014）住宅
用窓製品の総合熱性能評価プログラムの開発　
その 14　ガラス交換改修窓における各部位の断
熱性能，日本建築学会大会（近畿）学術講演会，神
戸市（2014 年 9 月 12 日～ 9 月 14 日）

永井拓生，山田貴大，成尾建治，陶器浩一（2014）
竹の構造材料としての特性に関する基礎的研究
　その 3　竹構造建物の微振動測定（2 年目），日
本建築学会大会（近畿）学術講演梗概集（構造Ⅰ），
pp.775-776，2014.9

成尾建治，山田貴大，永井拓生，陶器浩一（2014）竹
の構造材料としての特性に関する基礎的研究　
その 4 ロープ接合部を用いたトラスのたわみ性
状，日本建築学会大会（近畿）学術講演梗概集（構
造Ⅰ），pp.777-778，2014.9

山田貴大，芦澤竜一，永井拓生，陶器浩一（2014） 
竹筋を用いた薄肉版築壁に関する基礎的研究，日
本建築学会大会（近畿）学術講演梗概集（構造Ⅰ），
pp.779-780，2014.9

高田豊文（2014）垂れ壁・腰壁にパネル型面格子壁を
用いた木質架構の水平加力実験，2014 年度日本
建築学会大会（近畿）学術講演会，神戸市（2014 年
9 月 12 日～ 14 日）．

野村諭史，高田豊文（2014）分枝限定法的アプロー
チによる多様な最適トラス・トポロジーの生成，
コロキウム構造形態の解析と創生 2014，東京都

（2014 年 11 月 6 日～ 7 日）
清水信孝，半谷公司，高田豊文（2014）面外力（曲げ・

ねじり）を受ける平面骨組の最適部材配置設計，
コロキウム構造形態の解析と創生 2014，東京都

（2014 年 11 月 6 日～ 7 日）
鋤柄智大，高田豊文（2014）トラス・トポロジー最適

化手法を利用したリンク機構の生成法，コロキウ
ム構造形態の解析と創生 2014，東京都（2014 年
11 月 6 日～ 7 日）

栗田陽介・川勝知英子・山田昇吾・柴原寛子・高
柳英明、災害避難時における危険回避行動を考
慮した広域避難シミュレーション－その 1　危険
回避行動モデルの構築、日本建築学会大会学術
講演梗概集（近畿）E-1 分冊、pp.647-648、2014.9

川勝知英子・栗田陽介・山田昇吾・柴原寛子・高
柳英明、災害避難時における危険回避行動を考
慮した広域避難シミュレーション－その 2　危険
回避行動モデルを用いた広域避難シミュレーシ
ョンの試行、日本建築学会大会学術講演梗概集

（近畿）E-1 分冊、pp.649-650、2014.9
柴原寛子・高柳英明・栗田陽介・山田昇吾、災害

時避難支援のためのコミュニティ型防災拠点の
配置検討に関する研究、日本建築学会大会学術
講演梗概集（近畿）E-1 分冊、pp.651-652、2014.9

山田昇吾・高柳英明・栗田陽介・柴原寛子、単一
画像による時系列群衆流動の可視化、日本建築
学会大会学術講演梗概集（近畿）E-1 分冊、pp.939-
940、2014.9

村山里英・高柳英明、岐阜市中心市街地域の活性
化と併用軌道復活に関する研究－名古屋市・広
島市と比較した「新生岐阜市電」の集客・利便
効果とその試算－、日本建築学会大会学術講演
梗概集（近畿）E-1 分冊、pp.703-704、2014.9

川勝知英子・高柳英明・中村良三・渡辺仁史、遠
隔地介護を目指したテレ・ナーシングモデルに
関する研究、日本建築学会東海支部研究報告書、
第 53 号、pp.381-384、2015.2

大国大地 , 井上遼介 , 平沢陽 , ヒメネス ベルデホ ホ
アン ラモン、布野修司 , （2014）　ダニエル・H・
バーナムのバギオ（フィリピン）都市計画に 関す
る研究　その 1 、日本建築学会大会（近畿）学術
講演梗概集（都市計画），2014.9

大国大地 , 井上遼介 , 平沢陽 , ヒメネス ベルデホ ホ
アン ラモン、布野修司 , （2014）　ダニエル・H・
バーナムによるバギオ（フィリピン）都市計 画に
関する研究　その 2 , 日本建築学会大会（近畿）学
術講演梗概集（都市計画），2014.9

ヒメネス ベルデホ ホアン ラモン、井上遼介 , 馬
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淵好司 , 藤澤泰平 ,  Alberto Pulido,  大国大地 , 
（2014）　Disaster effects on Philippines' Cultural 
Heritages after 2013 Bohol's Earthquake 日本建
築学会大会（近畿）学術講演梗概集（建築歴史・意
匠），2014.9

藤澤泰平・川井操・小寺磨理子・趙沖・布野修司：
双流県黄龍渓鎮歴史的街区（四川省）の空間構成
に関する研究　その 1　黄龍渓鎮の街区空間構成
とその変容，日本建築学会学術講演梗概集（近畿）
2014 年 .E － 2 分冊，建築計画Ⅱ，5470，pp971
－ 972，2014.9

川井操・藤澤泰平・小寺磨理子・趙沖・布野修司：
双流県黄龍渓鎮歴史的街区（四川省）の空間構成
に関する研究　その 2　住居類型と平面構成およ
び街路面部に みるその変容，日本建築学会学術
講演梗概集（近畿）2014 年 .E － 2 分冊，建築計画
Ⅱ，5471，pp973 － 974，2014.9

馬淵好司・西出彩・趙沖・布野修司・小寺磨理
子・井上悠紀：南京（中華門・門西地区）の都市
空間構成とその変容に関する研究　その 1　街路
体系と施設分布の変化，日本建築学会学術講演
梗概集（近畿）2014 年 .E － 2 分冊，建築計画Ⅱ，
5472，pp975 － 976，2014.9

西出彩・馬淵好司・井上悠紀・小寺磨理子・趙沖・
布野修司：南京（中華門・門西地区）の都市空間
構成とその変容に関する研究　その 2　住居類型
とその変容，日本建築学会学術講演梗概集（近畿）
2014 年 .E － 2 分冊，建築計画Ⅱ，5473，pp977
－ 978，2014.9

諏訪昌司・呉宝音・趙冲・布野修司：広州市西関
大屋地区（広東省）の空間構成に関する考察その
2　住居の空間構成とその変容，日本建築学会学
術講演梗概集（近畿）2014 年 .E － 2 分冊，建築計
画Ⅱ，5474，pp979 － 980，2014.9

米澤萌，迫田正美（2014）源氏物語にみる異郷の風
景における景観要素の感性的表現に関する研究
－須磨、明石帖の語りの機構の分析－，日本建
築学会大会，神戸市（2014年9月12日～9月14日）

迫田正美（2014）建築制作論とオートポイエーシス，
日本建築学会建築論研究会，京都市（2014 年 11
月 15 日）

張 晴原（2014）中国におけるアースチューブの冷却
効果　その１　地中自然温度、吹出し温度と冷
却エネルギー、日本建築学会 2014 年度大会（近
畿）（2014 年 9 月 12 日～ 14 日）

村上修一（2014）河道および隣接地形との関係にも
とづく斜め堰の取水点における景観の可能性，
日本造園学会全国大会研究発表会，西日本短期

大学，2014 年 5 月 25 日．
村上修一（2014）湖東の景観の現状と課題を考える

－支部大会エクスカーション，日本造園学会関
西支部大会，滋賀県立大学，2014 年 10 月 18 日．

望月瑛介（2014）旧東海道の存続状況と整備や利用
状況からみた継承のあり方に関する研究，日本
造園学会関西支部大会，滋賀県立大学，2014 年
10 月 19 日．

７．研究会等、講演会、特別講義での発表

1） 研究会等における発表
陶器浩一（2014）日本建築構造技術者協会 25 周年記

念事業記念講演念講演 , 日本建築構造技術者協
会,2014.11.26

陶器浩一（2014）滋賀県建築士事務所協会総会記念講
演，滋賀県建築士事務所協会 ,2014.5.23

陶器浩一（2014）日本建築学会建築デザイン発表会招
待講評者 ,2014.9　日本建築学会

芦澤竜一、豊崎寛樹（2014）, 風の音／楽器としての
建築 , 日本建築学会大会（近畿）デザイン発表会梗
概集 :pp318-319,2014.9

畑中久美子 , 芦澤竜一（2014）ホテル客室界壁として
の版築の計画と施工報告 , 日本建築学会大会）（近
畿））学術講演梗概集、pp.839-840,2014.9

畑 中 久 美 子、 豊 崎 寛 樹、 小 玉 祐 一 郎 , 芦 澤 竜
一 ,Ventilation Cooling Effects of the Rammed

E a r t h  W a l l  B u i l t  i n  t h e  H o t e l  G u e s t 
Room,PLEA2014,2014.12

ヒメネス ベルデホ ホアン ラモン 、HISTORICAL 
ARCHITECTURE IN PHILIPPINES,　東洋建築
史小委員会 , 日本建築学会 , 東京、2014 年 5 月
23 日

加我宏之，佐々木葉二，篠沢健太，武田史朗，長濱
伸貴，長谷川浩己，福岡孝則，宮城俊作，村上
修一（2014）ランドスケープ 7 大学展 2014 講評会
における講評，京都市中京区元立誠小学校，2014
年 11 月 30 日．

2） 講演会
吉村靖孝 , 芦澤竜一 , 平沼孝啓（2014）モデレーター ,

建築レクチャーシリーズ 217 第 22 回 , アートアン
ドアーキテクチャフェスタ , アリアフィーナ ,2014
年 04 月 11 日　

高崎正治 , 芦澤竜一 , 平沼孝啓（2014）モデレーター
, 建築レクチャーシリーズ 217 第 23 回 , アートア
ンドアーキテクチャフェスタ , カッシーナイクス
シー大阪 ,2014 年 05 月 9 日
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芦 澤 竜 一 , 稲 田 純 一（2014）「ARCHITECTURE 
W I T H  N A T U R E /  T O W A R D S  A N 
INDEGENOUS　ARCHITECTURE」, マレーシ
ア工科大学特別講演会 , ジョホールバル　マレー
シア 2014 年 5 月 15 日 

芦 澤 竜 一,（2 0 1 4 ）, 「 V I S I O N S   P O S T  
R E H A B I L I T A T I O N / S O M E  I D E A S 」
JAPANESE-PHILIPPINE CONFFERNCE 
FORRESTORATION OF CEBU AND BOHOL 
ISLAND`S CULTURAL HERITAGE, サンカルロ
ス大学、　セブ　フィリピン 2014 年 8 月 2 日

藤本壮介 , 芦澤竜一 , 平沼孝啓（2014）モデレーター ,
建築レクチャーシリーズ 217 第 24 回 , アートアン
ドアーキテクチャフェスタ , ユニオンショールー
ム ,2014 年 08 月 8 日

芦澤竜一（2014）,「環境と建築」聴竹居講演会、竹
中工務店 , 聴竹居　京都市 2014 年 8 月 23 日

鈴野浩一 , 芦澤竜一 , 平沼孝啓（2014）モデレーター ,
建築レクチャーシリーズ 217 第 25 回 , アートアン
ドアーキテクチャフェスタ , カッシーナイクスシ
ー大阪 ,2014 年 09 月 26 日　

西沢立衛 , 芦澤竜一 , 平沼孝啓（2014）モデレーター ,
建築レクチャーシリーズ 217 第 26 回 , アートアン
ドアーキテクチャフェスタ , グランフロントシア
ター大阪ナレッジセンター ,2014 年 10 月 31 日

三分一博 , 芦澤竜一 , 平沼孝啓（2014）モデレーター ,
建築レクチャーシリーズ 217 第 27 回 , アートアン
ドアーキテクチャフェスタ , グランフロントシア
ター大阪ナレッジセンター ,2014 年 11 月 7 日

山本理顕 , 芦澤竜一 , 平沼孝啓（2014）モデレーター ,
建築レクチャーシリーズ 217 第 28 回 , アートアン
ドアーキテクチャフェスタ , グランフロントシア
ター大阪ナレッジセンター ,2014 年 12 月 19 日

原広司 , 芦澤竜一 , 平沼孝啓（2014）モデレーター ,
建築レクチャーシリーズ 217 第 29 回 , アートア
ンドアーキテクチャフェスタ , グランフロントシ
アター大阪ナレッジセンター ,2015 年 3 月 6 日

永井拓生，川井操，上田洋平（2014）「空き家再生シ
ンポジウム・リノベーション 2.0」主催，滋賀県
立大学，滋賀県彦根市，2015 年 3 月 8 日

高田豊文（2014）木造住宅耐震診断総論，「三重県木
造住宅耐震診断マニュアル（2012 年版準拠）」講
習会，三重県教育文化会館，2014 年 7 月 23 日

高田豊文（2014）木造住宅の耐震診断～一般診断法と
精密診断法１，奈良県平成 26 年度既存木造住宅
耐震診断・改修技術者養成講習会，奈良県文化会
館，2014 年 3 月 17 日

松岡拓公雄（2014）林野庁木材利用シンポジウム講

演、ビアザ近江（４月 16 日、大津市）
松岡拓公雄（2014）第 3 回野洲駅南口周辺整備構想市

民ワークショップコーディネーター、）基本構想
発表（野洲防災センター、4 月 27 日）

松岡拓公雄（2014）愛知川宿街道交流館整備構想発表
会／愛荘町役場愛知川庁舎（５月 29 日）

松岡拓公雄（2014）第二回水辺研究会ワークショップ
発表会（県大＋大津市＋成安造形大）／滋賀県立
大学（６月１日）

松岡拓公雄（2014）野洲駅南口周辺整備構想最終発表
会／野洲市役所（６月 21 日）

松岡拓公雄（2014）たねやラコリーナ研究会最終発
表、「森の小屋」（７月 18 日、近江八幡市）

松岡拓公雄（2014）WOOD IN CULTURE サマース
クール／木のある暮し講演、「木と生活」（８月５
日～７日、北海道）

松岡拓公雄（2014）アーキテクトタイタン企業研修研
究会講演および実践コーディネーター、「８月 29
日、９月９日、９月 19 日、京都市」

松岡拓公雄（2014）木の家設計グランプリ審査会、審
査員及び記念座談会パネラー（滋賀県立大学、９
月 12 日）

松岡拓公雄（2014）第三回水辺研究会ワークショップ
発表会（県大＋大津市＋成安造形大）／西安造形
大学（９月 13 日）

松岡拓公雄（2014）愛荘町文化祭事業「茶道と生活」
講演、実践コーディネーター、10 月 12 日、滋賀
県愛荘町」

松岡拓公雄（2014）くらしの色彩研究会ヴォーリズ建
築解説コーディネーター、近江八幡市（10月25日）

松岡拓公雄（2014）西安理工大学講演会「環境建築の
行方」、（西安理工大学講堂、10 月 28 日、西安市）

松岡拓公雄（2014）西安工程大学講演会「伝統的環境
建築」、（西安工程大学大教室、10 月 29 日、西安市）

松岡拓公雄（2014）長安大学講演会「環境建築の行
方」、（長安大学大教室、10 月 29 日、西安市）

松岡拓公雄（2014）西安工程大学講演会「日本の色＋
環境建築」、（西安培華大学講演会、10 月 30 日、
西安市）

松岡拓公雄（2014）「サスティナブル社会のまちづく
り」国際シンポジウム講演、座談会パネラー、（滋
賀県立大学、12 月５日、彦根市）　

松岡拓公雄（2014）立命館大学講義「環境・建築再生」
（立命館大学、12 月５日、草津市）

松岡拓公雄、川井操（2015）愛想町 COC 事業「愛知
川交流拠点計画」発表、愛荘町町役場（２月 23 日）

松岡拓公雄（2015）環境省委託事業「平成 26 年度自
然模倣技術・システムによる環境技術開発推進検
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討業務」ワークショップコメンテーター（２月 24
日、近江八幡市）

松岡拓公雄（2015）基調講演（賑わいを生む水辺空間
の活用と良質な景観形成に向けて）及び大津湖岸
最終発表／琵琶所ホール（２月 28 日、大津市）

松岡拓公雄（2015）近江八幡デザインカレッジセミナ
ーコーディネーター（３月１日、近江八幡市）

松岡拓公雄（2015）近江八幡 COC 事業「西の湖を拠
点とする自然の恵みを活かしたデザインの実践
と検証」発表（３月 10 日）

松岡拓公雄（2015）湖東の森林づくり自治体会合（首
長会合）基調講演「これからの木造公共施設の展
望」／湖東圏（彦根市、東近江市、日野町、愛荘町、
豊郷町、甲良町、多賀町）（３月 16 日、多賀町）

松岡拓公雄（2015）近江八幡地域創生研究会・観光研
究部会／近江八幡商工会議所（３月 16 日）

松岡拓公雄（2015）多賀町 COC 事業「多賀公共施設
の計画を核とした住民共働型木造まちづくりの
実践」発表（３月 25 日）

ヒ メ ネ ス ベ ル デ ホ ホ ア ン ラ モ
ン  、 C O N S I D E R A T I O N S  O N  T H E 
URBAN FORMATION PROCESS AND 
TRANSFORMATION OF URBAN CORE OF 
CEBU, The 1st International Workshop on 
the Jesuit House 1730., San Carlos University, 
Talamban Campus, Cebu city. 2014 年 8 月 8 日

ヒメネス ベルデホ ホアン ラモン 、レイテ島台風
被害からの復興、2014 年度　藤女子大学 グロー
バル・ネットワーク・セミナー < 災害からの復
興と持続的な生活環境－フィリピンでの活動か
ら >、藤女子大学、2015 年 1 月 31 日

Shuj i  Funo（2014）・Keynote  Speech 'The 
Gr id  in  Ibe l i a  and Japan '， Sympos ium 
UNIVERSIDAD DE LA PREFECTURA DE 
SHIGA Y UNIVERSIDAD DE SEVILLA， 
CONSTRUYENDO CADENAS HISPANO －
JAPONESAS， 04， Jan.， 2014. 400 Años de 
Intercambio Hispano － Japonés

布野修司（2014）戦後復興と東日本大震災復興」，シ
ンポジウム：「地震，戦争，大災害と建築」，平
成 25 年度「中国支部研究発表会」同時開催事業，
広島大学工学部

布野修司（2014）建築の実践と建築教育－日本の建築
教育：過去・現在・未来－，八束はじめ・布野修
司対論シリーズ　第 1 回：ゲスト　宇野 求，建
築討論 003，日本建築学会

布野修司（2014）マイホーム神話とコミュニティ幻想
－建築学と社会学の間，八束はじめ・布野修司対

論シリーズ第 2 回、建築討論 004，日本建築学会

3）授業
永井拓生（2014）「ものづくりの座標軸」、京都造形芸

術大学，2014 年 12 月 4 日
永井拓生（2014）「みんなで作る小さな建築」，京都造

形芸術大学，2014 年 12 月 11 日
高田豊文（2014）木材の力と変形の関係について，彦

根東高等学校スーパーサイエンスハイスクール
分野別研修会，滋賀県立大学，2014 年 8 月 21 日

高柳英明（2014）早稲田大学大学院創造理工学研究科
非常勤講師、1 コマ / 週、2014 年 4 月～ 2014 年
8 月

高田豊文，村上修一，轟慎一（2014）体験授業「模
型づくりワークショップ」，滋賀県立大学，2014
年 7 月 26 ～ 27 日

轟慎一（2014）滋賀県立高等学校生徒を対象とする
大学連続講座「環境と建築・地域－場所はかく
語りき－」，滋賀県教育委員会，2014 年 8 月 4 日

轟慎一（2014）建築学的キャンパス実習，彦根市立
中央中学校，2014 年 10 月 10 日

ヒ メ ネ ス ベ ル デ ホ ホ ア ン ラ モ ン（2014）
JAPANESE SUSTAINABLE EMERGENCY 
ARCHITECTURE FOR DISASTER, Museum 
Parian Jesuit House （Cebu city, Philippines）, 
2014 年 7 月 1

ヒ メ ネ ス ベ ル デ ホ ホ ア ン ラ モ ン（2014） 
JAPANESE SUSTAINABLE EMERGENCY 
ARCHITECTURE FOR DISASTER, Cathedral 
Museum （Cebu city, Philippines）, 2014 年 8 月
10 日

ヒ メ ネ ス ベ ル デ ホ ホ ア ン ラ モ ン（2014）
JAPANESE SUSTAINABLE EMERGENCY 
ARCHITECTURE FOR DISASTER, J.R.G.Halad 
Museum （Cebu city, Philippines）, 2014 年 9 月
20 日

ヒ メ ネ ス ベ ル デ ホ ホ ア ン ラ モ ン（2014）
JAPANESE SUSTAINABLE EMERGENCY 
ARCHITECTURE FOR DISASTER, Museo 
Sugbo （Cebu city, Philippines）, 2014 年 11 月 7
日

ヒ メ ネ ス ベ ル デ ホ ホ ア ン ラ モ ン（2014） 
International Workshop of Architecture 
ISWA2014、Re CONVERSION,Traditional Row 
Houses （Nagaya） in Nakazaki district of Osaka, 
The University of Shiga Prefecture, 2014 年 7 月
17 日～ 22 日 

ヒメネス ベルデホ ホアン ラモン International 
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Workshop of  Architecture "Susta inable 
Conservation and Development of Camotes 
island". University of San Carlos （Philippines）, 
Cebu city, 2014 年 9 月 15 日～ 20 日

高田豊文，轟慎一，村上修一（2014）体験授業「模型
づくりワークショップ」，滋賀県立大学，2014 年
7 月 26 ～ 27 日．

村上修一，浅野拓馬，高橋朋之，平場美帆，望月瑛
介（2014）「近江八幡市官庁街まちづくりワークシ
ョップ」（ランドスケープ編），八幡コミュニティ
センター，2014 年 10 月 15 日・10 月 29 日．

８．展覧会等

陶器浩一，髙橋和志，永井拓生（2014）Bamboo Ark, 
Bamboo Ark II, Satoumi Station，Exhibition of 
Japanese Sustainable Emergency Architecture 
for Disaster，JAPAN FOUNDATION（ 国 際 交
流 基 金）EXHBIOTONS ABROAD SUPPORT 
PROGRAM, Museo Parian Sa Sugbo 他 , Cebu 
city，Philippines, 2014 年 7 月～ 12 月

陶器浩一，永井拓生（2014）「生きる自然は地域を育
む」，SD レビュー 2014 第 33 回建築・環境・イ
ンテリアのドローイングと模型の入選展，鹿島出
版会，代官山ヒルサイドテラス F 棟ヒルサイド
フォーラム（東京都），2014 年 9 月 10 日～ 9 月 21
日，京都工芸繊維大学美術工芸資料館，2014 年 9
月 27 日～ 10 月 13 日

陶器浩一，髙橋和志，永井拓生（2014）アーキニアリ
ング・デザイン（AND）展 in 中国，日本建築学会，
同済大学，他，2014.10 ～

『Timberize tokyo 2020』出展・松岡研究室（木造集
会場）青山スパイラルガーデン（９月５日～ 15 日）

第８回「西の湖ヨシ灯り展」出展「ほたるかご」松
岡研究室、近江八幡（９月 27 日、28 日）

みんなで創る近江八幡松明フェスティバル出展　松
岡研究室＋永井研究室「ドラゴン」10 月 18 日　
近江八幡北之庄町・円山町特設会場　

Audrey Tomada, ヒ メ ネ ス ベ ル デ ホ ホ
ア ン ラ モ ン（2014）EXHIBITION OF 
JAPANESE SUSTAINABLE EMERGENCY 
ARCHITECTURE FOR DISASTER, VANGI

Museum Parian Jesuit  House （Cebu city , 
Philippines）, 2014 年 7 月 1 日～ 31 日 , Cathedral 
Museum （Cebu city, Philippines）, 2014 年 8 月
10 日 ～ 2014 年 9 月 10 日 , J.R.G.Halad Museum 

（Cebu city, Philippines）, 2014 年 9 月 20 日 ～
2014 年 10 月 20 日 , Museo Sugbo （Cebu city, 

Philippines）, 2014 年 11 月 7 日 ～ 2015 年 2 月 1
日

橋本菜都美，宮崎瑛圭，望月瑛介（2014）京都ランド
スケープデザイン展出展，京都市中京区元立誠小
学校（京都市），2014 年 11 月 19 日～ 12 月 1 日．

稲垣淳哉、佐野哲史、永井拓生、堀英佑（2014）
Dragon Court Village、Timberize Tokyo 2020、青
山スパイラルガーデン、2014 年 9 月 5 日～ 15 日 .

９．競争的研究資金の導入

1） 本学特別研究
高 田 豊 文（2014）、 国 際 学 会 等 研 究 発 表 助 成 費
（ 第 2 期）、The 12th International Conference 
on Computational Structures Technology 

（CST2014），平成 26 年度，20 万円
高田豊文、松岡拓公雄、滋賀県立大学公募型地域

課題研究費、公共施設の計画を核とした住民共
働型「木造まちづくり」の実践、平成 26 年度，
56.4 万円

永井拓生，ヒメネス ベルデホ ホアン ラモン，芦澤
竜一（2014）特別研究，フィリピンのボホール地震
の影響を受けた石造建築の損傷評価および保存
修復に関する研究，平成 26 ～ 27 年度，80 万円

2） 科学研究費補助金
吉田友彦，轟慎一，他：琵琶湖東部湖岸域の空間変

容と社会関係の統合的分析からみる郊外の持続
性，基盤研究（C），平成 24 ～ 26 年度，100 万円

宮原曉 , 井上幸孝 , 立岩礼子 , 菅谷成子 , 伏見 岳志 ,
ヒメネス ベルデホ ホアン ラモン（2014）萌芽研
究「東西交流史の新たな視角」平成 25 ～ 27 年度，
250 万円

布野修司：『大元都市－中国都城の理念と空間構造』：
文部科学省研究成果発表促進助成：2014

布野修司：アジアの都市組織の起源，形成，変容，
転生に関する総合的研究，文部科学省科学研究費
基盤（B），2013 － 2015

張晴原（分担者）「中国の都市住宅における MVOC・
カビ汚染の実態把握と防止対策の設計法に関す
る研究」科学研究費補助金・基盤研究（B）・海外
学術調査（5），平成 25 ～ 27 年度，25 万円

村上修一，堰の織り成す農村景観の成り立ちの解明
および未来へ継承する方策の研究，基盤研究（C），
平成 25 ～ 28 年度，80 万円．
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3） 政府および地方公共団体（関連法人を含む）から
の補助金

上田洋平、松岡拓公雄（2014）、COC 地域の空家活
用の研究を契機とする大学立地地元八坂の地域
づくり（COC 公募型地域課題）

川井操、松岡拓公雄（2014）、愛知川宿街道交流館」
構想の実践と検証（COC 公募型地域課題）

松岡拓公雄（2014）、西の湖を拠点とする自然の恵み
を活かしたデザインの実践と検証（COC 公募型地
域課題）　　

高田豊文、松岡拓公雄（2014）、多賀公共施設の計画
を核とした住民共働型「木造まちづくり」の実践

（COC 公募型地域課題）
松岡拓公雄（2014）、愛知川交流拠点計画　80 万　
（愛知川町）

松岡拓公雄、石川亮（2014）、大津市湖岸研究会立花
こどもクリニック内装計画　30 万（大阪府）

4） その他財団からの研究補助金
陶器浩一，永井拓生（2014）東日本大震災被災地域に

おける学生ボランティアと地域住民との交流の
実践－気仙沼・竹の会所を拠点として，日教弘本
部奨励金，公益財団法人　日本教育公務員弘済
会，平成 25 年度～ 27 年度，99.9 万円

陶器浩一，永井拓生，永井拓生（2014）スペインの煉
瓦シェル工法を応用したハイブリッド耐震シェ
ル工法の開発，ユニオン造形文化財団調査研究助
成，財団法人ユニオン造形文化財団，平成 26 年度，
157.2 万円

高田豊文．滋賀県立大学寄附金，新日鐵住金株式会
社技術開発本部，平成 26 年度，50 万円

高柳英明、汎用 CAAD アプリケーションプラグイ
ンプログラムを用いた広域避難シミュレーショ
ン技術の開発にかかる共同研究（2014 －）、エー
アンドエー株式会社、50 万円

ヒメネス ベルデホ ホアン ラモン、布野修司 , 
Reuse of Temporary Housing （Second life） 
Study on the Temporary housing project in 
Tacloban city （Philippines）, 一般財団法人 , 2014
年 6 月～ 2015 年 10 月、81 万円

田中和彦、ヒメネス ベルデホ ホアン ラモン , Japan 
Society for Asian Pacific Properties Studies, 
Japan Foundation grant: Grant Program for 
Intellectual Exchange Conferences,JAPANESE-
P H I L I P P I N E  C O N F E R E N C E  F O R 
RESTORATION AND CONSERVATION OF 
CEBU AND BOHOL ISLAND’S CULTURAL 
HERITAGE （FY2014, 100 万円）

Audrey Tomada, VANGI、 ヒ メ ネ ス ベ ル デ
ホ ホ ア ン ラ モ ン （2014） Japan Foundation 
grant: Exhibition Abroad Support Program 
EXHIBITION OF JAPANESE SUSTAINABLE 
EMERGENCY  ARCHITECTURE  FOR 
DISASTER, VANGI（FY2014, 70 万円）

10．研究員の受入

Jesus Alberto Pulido Arcas, ヒメネス ベルデホ 
ホ ア ン ラ モ ン , Canon Foundation in Europe, 
Environment energy simulation study on urban 
and architectural space of Japanese heritage 
cities, 2014.7.15 ～ 2015.5.15

5） 受託研究の受入
高田豊文、木造住宅の一般・精密耐震診断ソフトウ

エアの開発，滋賀県立大学受託研究，（一社）京都
府建築士事務所協会，平成 26 年度，150 万円

村上修一，近江八幡市官庁街ランドスケープデザイ
ン，近江八幡市委託業務，平成 26 年度，63.3 万円．

11．特許、実用新案、品種登録、意匠、その他著作
権に関わる事項

12．社会への貢献

1） 各種委員会等
陶器浩一、滋賀県建築物耐震判定委員会　委員長
陶器浩一、彦根市建築審査会　会長
陶器浩一、日本建築学会　大会建築デザイン発表会

運営委員会　委員
陶器浩一、建築新人戦実行委員会、建築新人戦　実

行委員
陶器浩一、Student Summer Seminar2014 審査員　

日本建築学会
陶器浩一、（一社）日本建築設計学会　理事、監事
陶器浩一、中部建築賞　審査員 , 中部建築賞協議会
陶器浩一、キルコス国際建築コンペティション

2014 審査員 , キルコス国際建築コンペティショ
ン実行委員会

陶器浩一、守山市浮気保育園園舎改築建設委員会委
員

芦澤竜一、2014 年度岩手県河川・海岸構造物の復
旧等における環境・景観検討委員会委員

伊丹清、窓の熱性能審査委員会 , 委員，一社リビン
グアメニティ協会，９回＋ WG 5 回，（2014 年 4
月～ 2015 年 3 月）
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伊丹清、グリーン建材・設備製品に関する国際標準
化 ･ 普及基盤構築事業 窓 / ガラス分科会 委員，
一社日本建材・住宅設備産業協会，３回（2014 年
6 月～ 2015 年 3 月）

伊丹清、グリーン建材・設備製品に関する国際標
準化 ･ 普及基盤構築事業 窓遮熱性能国際標準化
分科会 委員，一社日本建材・住宅設備産業協会，
３回（2014 年 6 月～ 2015 年 3 月）

伊丹清、グリーン建材・設備製品に関する国際標準
化 ･ 普及基盤構築事業 カーテンウォール熱貫流
率計算法原案作成分科会 委員，一社日本建材・
住宅設備産業協会，６回（2014 年 6 月～ 2015 年 3
月）

永井拓生、滋賀県農業共済組合連合会，損害評価委
員，2013 ～

高田豊文、滋賀県土砂災害防止対策専門家会議，委
員，3 回（2014 年 4 月～ 2015 年 3 月）

高田豊文、滋賀県宅地耐震化推進事業検討会議，委
員，2 回（2014 年 4 月～ 2015 年 3 月）

高田豊文、大津市建築審査会，会長，4 回（2014 年
4 月～ 2015 年 3 月）

高田豊文、大津市大規模盛土造成地調査検討委員会，
委員，2 回（2014 年 4 月～ 2015 年 3 月）

高田豊文、彦根市庁舎耐震化整備検討委員会，委員，
4 回（2014 年 5 月～ 2015 年 3 月）

高田豊文、東近江市伝統的建造物群保存地区保存審
議会耐震化小委員会，委員，1 回（2014 年 4 月～
2015 年 3 月）

高田豊文、滋賀県建築士会・建築物耐震判定評価委
員会，委員長，2 回（2014 年 4 月～ 2015 年 3 月）

高田豊文、滋賀県建築士事務所協会・建築物耐震判
定委員会，副委員長，3 回（2014 年 4 月～ 2015 年
3 月）

高田豊文、三重県建築士事務所協会・耐震診断判定
委員会，委員，4 回（2014 年 4 月～ 2015 年 3 月）

高田豊文、三重県木造住宅耐震化推進会議，委員，
2 回（2014 年 4 月～ 2015 年 3 月）

高田豊文、滋賀県立彦根東高等学校スーパーサイエ
ンスハイスクール，運営指導委員，3 回（2014 年
4 月～ 2015 年 3 月）

高柳英明、米原市庁舎等整備検討委員会、副委員長
（11 回）

高柳英明、特定非営利活動法人ちば地域再生リサー
チ、理事

高柳英明、スマートハビテーション研究会、コーデ
ィネーター（9 回）

高柳英明、歩行弱者行動評価研究会、委員（6 回）
高柳英明、ARSRCOM － Augumented Reality and 

Spatial Research Committee －研究者協議会、幹
事（2 回）

轟慎一、近江八幡市都市計画審議会，会長職務代理
（2014 年 4 月～ 2015 年 3 月）

轟慎一、野洲市環境基本計画推進会議自然・山部会，
委員（2014 年 4 月～ 2015 年 3 月）

轟慎一、野洲市緑の推進委員会，委員（2014 年 4 月
～ 2015 年 3 月）

轟慎一、やす緑のひろば，委員（2014 年 4 月～ 2015
年 3 月）

轟慎一、フィールドワークやす，代表代理（2014 年
4 月～ 2015 年 3 月）

長浜市都市計画道路見直し方針検討委員会，委員
（2014 年 12 月～ 2015 年 3 月）

松岡拓公雄、ガラス再生協議会副会長（１回）
松岡拓公雄、NPO モエレ・ファン・クラブ理事（2 回）
松岡拓公雄、宇治市まちづくり審議会会長（4 回）
松岡拓公雄、NPO エコ村ネットワーキング理事（1

回）
松岡拓公雄、彦根市都市景観審議会副委員長（3 回）
松岡拓公雄、彦根市都市景観アドバイザー（4 回）
松岡拓公雄、大津市都市景観審議会会長（4 回）
松岡拓公雄、宇治市景観アドバイザー（5 回）
松岡拓公雄、滋賀県建築審査会会長（4 回）
松岡拓公雄、近江八幡松明つくり実行委員会委員（3

回）　
松岡拓公雄、大津市都市景観審議会専門部会座長（1

回）
松岡拓公雄、大津市湖岸水辺研究会サブリーダー（4

回）
松岡拓公雄、WOOD IN CULTURE 実行委員副委

員長（5 回）
松岡拓公雄、野洲市景観審議会会長（4 回）
松岡拓公雄、彦根市景観検討分科会会長（6 回）
松岡拓公雄、彦根市文化的景観調査検討委員会副委

員長（1 回）
松岡拓公雄、湖南市景観審議会会長（4 回）
松岡拓公雄、西の湖アートフェティバル実行委員会
（3 回）

松岡拓公雄、関西電力エネルギー懇話会委員（3 回）
松岡拓公雄、全国建築審査会協議会世話人会・西宮

市（2 回）
松岡拓公雄、愛荘町近代建築物保存修理等検討委員
（2 回）

松岡拓公雄、草津市景観アドバイザー（2 回）
松岡拓公雄、多賀町木造公民館検討委員会委員長（10

回）
松岡拓公雄、愛荘町近代建築物保存修理等検討委員
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会委員（4 回）
松岡拓公雄、滋賀県国体主会場整備計画に係る懇話

会座長（4 回）
松岡拓公雄、宇治市景観審議会 JR 複線化協議会会

長（3 回）
松岡拓公雄、彦根市都市計画マスター P 改定委員

会委員（2 回）
松岡拓公雄、彦根市彦根国体協議会（2 回）
松岡拓公雄、長浜市本庁跡地整備基本構想検討会議

委員（6 回）
布野修司、日本建築学会建築討論委員会委員長 / 学

術レビュ－委員会委員
布野修司、科学研究費委員会専門委員（第二次審査）

工学部会幹事
布野修司、淀川水系宇治川河川利用委員会委員
布野修司、滋賀県建築士会顧問
布野修司、滋賀県入札監視委員会委員
布野修司、国際居住年記念賞選定委員
布野修司、文化庁：文化遺産国際協力コンソ－シア

ム委員
布野修司、近江八幡市入札監視委員会委員
布野修司、小江戸ひこね町屋活用コンソ－シアム副

会長
布野修司、守山市守山中学校改築設計者選定委員会

委員長・同建設委員会委員長
布野修司、高知県建築文化大賞審査委員会委員長
布野修司、滋賀県湖南市入札監視委員会委員
布野修司、滋賀県新生美術館設計者選定委員会委員

長（公募プロポ－ザル部会長）
張晴原、日本建築学会地球環境委員会委員（2012 年

4 月～現在）
張晴原、日本建築学会学会賞選考委員会（2013 年 4

月～ 2015 年 3 月）
村上修一、国土交通省琵琶湖河川事務所河川保全利

用委員会，委員，5 回（2014 年 7 月～ 2015 年 1 月）．
村上修一、滋賀県景観審議会，委員，2 回（2014 年

6 月～ 2015 年 2 月）．
村上修一、近江八幡市農地を守るまちづくり委員会，

副委員長，1 回（2014 年 5 月）．
村上修一、近江八幡市庁舎整備実施設計等業務委託

業者選定委員会，委員，4 回（2014 年 7 月～ 2015
年 2 月）．

村上修一、彦根市都市計画審議会，委員，1 回（2015
年 1 月）．

村上修一、長浜市小谷城スマート IC 利活用方策検
討委員会専門部会，委員，1 回（2015 年 3 月）．

村上修一、新名神高速道路滋賀県域自然環境保全検
討会，委員，1 回（2014 年 8 月）．

村上修一、ランドスケープ 7 大学展実行委員会，幹
事，1 回（2014 年 6 月）．

2） 学会貢献
高柳英明、日本建築学会建築大学教育連絡協議会、

委員（2012 年～）
永井拓生、日本建築学会構造委員会シェル空間構造

運営委員会，委員，（2014 年～）
永井拓生、日本建築学会構造委員会シェル空間構造

形態創生小委員会，主査，（2013 年～）
高田豊文、日本建築学会・応用力学運営委員会，委

員（2014 年 4 月～ 2015 年 3 月）
高田豊文、日本建築学会・構造設計・解析の最適化

理論応用小委員会，主査（2014 年 4 月～ 2015 年 3
月）

高田豊文、日本建築学会・構造物のレジリエンス評
価小委員会，幹事（2014 年 4 月～ 2015 年 3 月）

轟慎一、日本造園学会校閲委員（2014 年 4 月～ 2015
年 3 月）

村上修一，日本造園学会・作品選集刊行委員会，委
員（2015 年 2 月～ 2015 年 3 月）

村上修一，日本造園学会・関西支部運営委員会，委
員（2014 年 4 月～ 2015 年 3 月）

村上修一，日本造園学会・関西支部大会（滋賀）実行
委員会，委員長（2014 年 4 月～ 2014 年 10 月）

3） 国際貢献・海外調査など
伊丹清（2014）グリーン建材・設備製品に関する国際

標準化・普及基盤構築事業 ベトナム建築材料研
究所 訪問・打ち合わせ，一社日本建材・住宅設
備産業協会，2014 年 10 月 13 ～ 15 日，ベトナム（ハ
ノイ）

伊丹清（2014）グリーン建材・設備製品に関する国際
標準化・普及基盤構築事業 カーテンウォール熱
貫流率計算法原案作成分科会 欧州調査，一社日
本建材・住宅設備産業協会，2014 年 10 月 28 ～
11 月 3 日，ドイツ（ローゼンハイム、シュツット
ガルト、フライブルグ、フランクフルト）、イギ
リス（ロンドン）

4） その他
永井拓生（2014）第 1 回学生・若手実務者のための構

造デザインコンペティション・審査員，2014 年 6
月 15 日 2 次審査（公開審査）開催，建築会館，総
合資格学院主催
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13．マスメディアとの対応

1） 新聞，雑誌等からの取材による記事
岩崎恭典・高柳英明、「滋賀・米原市庁舎統合案を

採用　検討委、米原駅東口が候補」、京都新聞他、
2014 年 12 月 18 日

轟慎一、「立体造形　自在な創造」，中日新聞，2014
年 6 月 19 日

轟慎一、「新入生作品展『アーキテクト展』」，読売
新聞，2014 年 6 月 20 日

轟慎一、「入学後初の作品　県立大で展示」，産経新
聞，2014 年 6 月 24 日

轟慎一、「立体造形　若い感性きらり」，京都新聞，
2014 年 6 月 24 日

松岡拓公雄、朝日新聞記事　「赤レンガテラス」イ
ンタビュー８月２日朝刊

松岡拓公雄、京都新聞　野洲駅前再開発プロジェク
ト

松岡拓公雄、京都新聞　大津水辺研究シンポジウム
発表会　２月 29 日

2） TV，ラジオ番組への出演等
松岡拓公雄、NHK「滋賀国体整備に向けて」　11 月

７日放送

3） その他

生物資源管理学科

１．受賞

上町達也，水原有理，出口佳代子，新庄康代，梶
野恵理子，大場秀章．園芸学会賞年間優秀論
文 賞． 園 芸 学 会．「Uemachi, T, Y. Mizuhara, 
K. Deguchi, Y. Shinjo, E. Kajino and H. Ohba. 
2014. Phylogenetic relationship of Hydrangea 
macrophylla（Thunb.）Ser. and H. serrata 

（Thunb.） Ser. evaluated using RAPD markers 
and plastid DNA sequences. J. Japan. Soc. Hort. 
Sci. 83: 163-171.」

２．著書

滋賀県立大学環境フィールドワーク研究会編（2015）
フィールドワーク心得帖［新版］．原田英美子，
浦部美佐子，第８章　レポートの書き方，p89-
107，サンライズ出版，彦根市．

増田清敬，林宰司（2015）資料収集の仕方，フィール
ドワーク心得帖〔新版〕，p33 ～ 42，滋賀県立大
学環境フィールドワーク研究会（編），サンライズ
出版，彦根

棚瀬慈朗，島村一平編（2015）　草原と鉱石．中澤暦，
永淵修，岡野寛治，鉱山開発とヒトへの健康影響，
明石書店，東京．

Ueda, K （2014）. Red Tides and Hypoxia in the sea. 
Lambert Academic Publishing, Germany.

今西英雄，腰岡政二，柴田道夫，土井元章編（2014）
花の園芸事典．上町達也．第3章1. 細胞・組織形態．
p40-42 および第 3 章 3. 生殖器官と構造植物遺伝
育種学実験法．P53-60，朝倉書店，東京．

３．論文

Kowata, H., N. Yoshiyasu, N. Sakurai, A. Hokura, 
Y. Terada, H. Hasegawa and E. Harada （2014） 
Radiocesium accumulation in Egeria densa , 
a submerged plant – possible mechanism of 
cesium absorption. Journal of Analytical Atomic 
Spectrometry, 29: 868-874.

Suetomi, T., T. Sakamoto, Y. Tokunaga, T. 
Kameyama ,  Y .  Honda ,  H .  Kamitsu j i ,  I . 
Kameshita, K. Izumitsu, K. Suzuki, T. Irie （2014） 
Effects of calmodulin on expression of lignin-
modifying enzymes in Pleurotus ostreatus . 
Current Genetics DOI 10.1007/s00294-014-0460-z.
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